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○笠岡市北木島宿泊研修所設置条例

平成２７年３月２５日

条例第１２号

（設置）

第１条 島の特性をいかした資源の活用による学習及び交流を通して，青少年の健全育成

並びに福祉の増進を図り，併せて笠岡諸島の活性化に寄与するため，笠岡市北木島宿泊

研修所（以下「研修所」という。）を設置する。

（名称及び位置）

第２条 研修所の名称及び位置は，次のとおりとする。

（管理）

第３条 研修所は，笠岡市教育委員会が管理する。

（職員）

第４条 研修所に所長及び必要な職員を置き，その定数は，笠岡市職員定数条例（昭和２

９年笠岡市条例第６号）の定めるところによる。

（事業）

第５条 研修所は，次の各号に掲げる事業を行う。

(1) 研修所の施設及び設備の使用に関すること。

(2) 青少年に対する集団生活並びに自然体験活動の機会の提供，指導及び助言

(3) その他市長が必要と認める事業

（休所日）

第６条 研修所の休所日は，１２月２９日から翌年の１月３日までとする。ただし，市長

が特に必要と認めた場合は，臨時に休所し，又は休所日を変更することができる。

（使用の申請及び許可）

第７条 研修所を使用しようとする者は，あらかじめ市長に申請をし，許可を受けなけれ

ばならない。

２ 市長は，前項の許可に当たり，管理上必要な条件を付けることができる。

（使用の不許可）

第８条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，研修所の使用を許可しない。

(1) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。

(2) 施設，設備又は器具を損傷するおそれがあると認めるとき。

(3) 営利を目的とすると認めるとき。

名称 位置

笠岡市北木島宿泊研修所 笠岡市北木島町３８０２番地の５３
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(4) その使用が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７

号）第２条第２項に規定する暴力団の利益になり，又はなるおそれがあると認めると

き。

(5) 前各号に掲げるもののほか，研修所の管理上支障を来すおそれがあり，使用させる

ことが不適当であると認めるとき。

（使用料）

第９条 研修所の使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は，別表に定める使

用料を使用の許可を受けたときに納付しなければならない。ただし，国又は地方公共団

体が使用する場合は，これを使用後に納付させることができる。

２ 市長は，公益上特別な理由があると認めるときは，使用料を減額し，又は免除するこ

とができる。

（使用料の還付）

第１０条 既納の使用料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するときは，

その全部又は一部を還付することができる。

(1) 災害その他不可抗力による理由のため使用ができなかったとき。

(2) 使用者の責めによらないで，市長が許可を取り消したとき。

(3) その他市長が特別な理由があると認めたとき。

（使用許可の取消し等）

第１１条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，許可条件を変更し，若しくは

使用を停止し，又は使用の許可を取り消し，若しくは研修所からの退去を命じることが

できる。

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

(2) 偽りその他不正な手段により使用の許可を受けたとき。

(3) 使用許可の条件に違反したとき。

(4) その他市長において管理上必要があると認めたとき。

２ 前項の規定により使用者に損害が生じることがあっても，市はその賠償の責を負わな

い。

（行為の禁止）

第１２条 研修所においては，次の各号に掲げる行為をしてはならない。

(1) 営利を目的として使用すること。

(2) 許可なく印刷物，ポスター等を掲示し，又は配布すること。

(3) 他人に危害を及ぼし，若しくは他人に迷惑をかける行為をし，又はこれらのおそれ

がある物品若しくは動物類を携帯すること。
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(4) 施設又は設備を損傷し，又は汚損すること。

(5) その他管理上支障があると認める行為をすること。

（入所の制限）

第１３条 市長は，次の各号のいずれかに該当する者に対しては，入所を拒み，又は退所

を命じることができる。

(1) 公の秩序を乱し，又は善良な風俗を害するおそれがあると認める者

(2) 営業行為を行い，又は張り紙若しくは広告を行う者

(3) 他人に危害を及ぼし，若しくは他人に迷惑をかける行為をし，又はこれらのおそれ

がある物品若しくは動物類を携帯する者

(4) 酒に酔って，他人に迷惑をかけるおそれのある者

(5) 前各号に掲げるもののほか，施設等の使用又は管理上支障があると認める者

（使用権の譲渡等の禁止）

第１４条 使用者は，使用の目的を許可なく変更し，又は使用する権利を譲渡し，若しく

は転貸してはならない。

（原状回復の義務）

第１５条 使用者は，研修所の使用を終了したとき（使用の停止又は使用の許可の取消し

を受けたときを含む。）は，直ちに設備その他を原状に回復しなければならない。

（職員の立入り）

第１６条 職員は，使用中の場所に立ち入ることができる。

（指定管理者による管理）

第１７条 市長は，研修所の管理運営上必要があると認めるときは，地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」

という。）に研修所の管理を行わせることができる。

２ 前項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合にあっては，次の表の左欄に掲げ

る規定中同表の中欄に掲げる字句は，それぞれ同表の右欄に掲げる字句に読み替えて適

用する。

読み替える規定 読み替えられる字句 読み替える字句

第５条，第７条（見出しを含む。），第８条（見

出しを含む。），第９条（別表を含む。），第

１０条，第１１条（見出しを含む。），第１２

条，第１３条から第１５条まで

使用 利用

第７条から第１１条まで，第１３条 市長 指定管理者
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（指定管理者が行う業務の範囲）

第１８条 指定管理者が行う業務の範囲は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 研修所の施設等の利用許可に関する業務

(2) 青少年に対する集団生活並びに自然体験活動の機会の提供，指導及び助言

(3) 研修所の維持管理に関する業務

(4) その他市長が必要と認める業務

（利用料金）

第１９条 第１７条の規定により，研修所の管理を指定管理者が行う場合において，利用

料金は指定管理者の収入とする。

２ 前項の場合において，利用料金の額は，別表に定める額に０．５を乗じて得た額から

１．５を乗じて得た額までの範囲内の額で指定管理者が市長の承認を得て，指定管理者

が定める。利用料金の額を変更しようとするときも，また同様とする。

３ 指定管理者は，前項の額の承認を得たときは，当該承認に係る利用料金の額を周知し

なければならない。

（損害賠償）

第２０条 研修所の施設，設備等を損傷し，汚損し，又は滅失した者は，何人の行為であ

るかを問わず，市長の指示に基づいてこれを原状に回復し，又はその損害を賠償しなけ

ればならない。ただし，市長においてやむを得ない理由があると認めるときは，賠償額

を減額し，又は免除することができる。

（委任）

第２１条 この条例に定めるもののほか，この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定

める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は，平成２７年７月１日から施行する。

（市長が行う準備行為）

第９条（見出し及び別表を含む。），第１０条

（見出しを含む。）

使用料 利用料金

第９条（別表を含む。），第１０条，第１１条，

第１４条から第１６条まで

使用者 利用者

第１１条（見出し） 使用許可 利用許可

第１４条（見出し） 使用権 利用権

第１６条 使用中 利用中
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２ 指定管理者の指定及びその指定に関し必要なその他の行為は，この条例の施行前にお

いても行うことができる。

（指定管理者が行う準備行為）

３ この条例の規定に基づく指定管理者が行う必要な手続その他の準備行為は，この条例

の施行前においても行うことができる。

（笠岡市公の施設の暴力団排除に関する条例の一部改正）

４ 笠岡市公の施設の暴力団排除に関する条例（平成２４年笠岡市条例第１２号）の一部

を次のように改正する。

〔次のよう〕略

附 則（平成２８年３月１５日条例第１８号）

（施行期日）

１ この条例は，平成２８年４月１日から施行する。

（施行前の準備行為）

２ この条例の規定に基づく使用許可申請，使用許可等必要な手続その他の準備行為は，

この条例の施行期日前においても行うことができる。

（経過措置）

３ この条例の施行の際，改正前の笠岡市北木島宿泊研修所設置条例の規定に基づき使用

許可を受けている者は，改正後の笠岡市北木島宿泊研修所設置条例の規定により使用の

許可を受けたものとみなす。この場合において，使用料は，改正後の笠岡市北木島宿泊

研修所設置条例の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成３０年３月１３日条例第１８号）

この条例は，平成３０年４月１日から施行する。

別表（第９条関係）

１ 宿泊を伴う使用料

備考

区分 単位 使用料（円）

施設 小学校児童

中学校生徒（中等教育学校の前期課程の生徒

を含む。）

１人１日 １００

高等学校生徒（中等教育学校の後期課程の生

徒を含む。）

１人１日 ２００

その他一般（大学生，専門学校生を含む。）１人１日 ８００

冷暖房設備 １人１日 ５０
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１ 宿泊の場合は，１人１日の料金により２日分をもって算定し，引き続き宿泊する

場合は，１泊増すごとに１日の料金を加える。

２ 市民（市内に事務所又は事業所を有する者を含む。）以外の者（使用者の半数以

上が市民以外の者で占める場合を含む。）が使用する場合の使用料は，上記使用料

に１００分の１５０を乗じた額とする。

２ 宿泊を伴わず一部を使用する使用料

備考

１ 使用時間が単位未満であるとき又は使用時間に単位未満の端数があるときは，そ

の単位未満の時間を１単位として計算する。

２ 市民（市内に事務所又は事業所を有する者を含む。）以外の者（使用者の半数以

上が市民以外の者で占める場合を含む。）が使用する場合の使用料は，上記使用料

に１００分の１５０を乗じた額とする。

３ 屋外炊事棟を使用する使用料

備考 市民（市内に事務所又は事業所を有する者を含む。）以外の者（使用者の半数以

上が市民以外の者で占める場合を含む。）が使用する場合の使用料は，上記使用料に

１００分の１５０を乗じた額とする。

区分 単位 使用料（円）

施設 研修室 １時間 ２００

リビング １時間 ３００

グラウンド １日 ５００

シャワー １人１回 １００

冷暖房設

備

研修室 １時間 ２００

リビング １時間 ３００

区分 単位 使用料（円）

施設 屋外炊事棟 １人１回 １００


